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北海道コカ・コーラボトリング株式会社（本社：札幌市清田区 社長：矢吹健次）は、5月28日（月）、「犯罪被害者

等支援事業」を実施する 「社団法人 北海道家庭生活総合カウンセリングセンター」（以下、同センター）の活動

支援のため、全道警察署に設置する自動販売機の売上金の一部、648,513円を寄付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内での刑法犯罪は減少傾向にありますが、多くの道民の方々が犯罪に遭う不安を抱いております。どさんこ運動

に参加している当社は、犯罪の少ない安全・安心な北海道づくりを応援するため、同センターと「犯罪被害者支援活動

に関する協定」を2010年7月に締結いたしました。 

 

この度、2011年下期（2011年10月～2012年3月）の寄付金贈呈式を下記の通り実施いたします。 

犯罪被害の相談件数は平成17年から横ばいとなっております。最も相談件数の多い性犯罪は、発生件数に対して

認知件数は10％程度と言われており、同センターの一層の認知拡大が社会的に求められていると言えます。 

報道関係の皆さまにご取材いただくことで、「犯罪被害者等支援事業」に対する関心や認知度が広がり、安全・安心

な北海道づくりへ結びついていくことが期待されます。何卒ご取材を賜りたく、お願い申し上げます。 

 

寄付金贈呈式のお知らせ 

 ● 日  時：2012年 5月28日(月）午後12時05分 より 

 ● 場  所：北海道庁 1階 交流広場（札幌市中央区北3条西6丁目） 

 ● 出 席 者：社団法人 北海道家庭生活総合カウンセリングセンター 

       副理事長                       善養寺 圭子 

      北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

                             執行役員 リテール事業部長   橋田  久男 

 ● 立 合 人：北海道環境生活部 くらし安全局 

                     局長              浜田 美智子 

北海道警察本部 警務部 警務課 

                        犯罪被害者支援室長            廣瀬   猛信 

 ● 寄付金額：648,513円 （2011年10月～2012年3月分）     

（左図） 

北海道犯罪被害者相談室の 

犯罪に関する相談件数推移 

（出展 

『カウンセリング Vol.147 』） 

 



当社は｢変化への挑戦～北の大地とともに～｣をスローガンに、地域との協働事業を通じて、持続可能で安全・

安心な社会の実現を目指しております。 

これからも、安全で安心な地域づくりを応援する取り組み、北海道の豊かな自然と水を守る取り組みなどを、

道産子企業として継続的に推進してまいります。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

北海道コカ・コーラボトリング株式会社 

広報・CSR推進部 担当：藤井（小） 

011-888-2091 

 

 

（ご参考） 

１． 「犯罪被害者支援活動に関する協定」 

（１）目 的 

本協定は、当社及び同センターが、北海道の「犯罪被害者及びその 

家族又は遺族」に対する犯罪被害者支援活動を協働でおこなうことで、 

犯罪被害者等が再び平穏な生活を営むことができる社会の実現に 

寄与することを目的として締結しております。 

（２）活 動 

現在は、全道の警察署に設置している自動販売機の売上金の一部を 

同センターに寄付している他、自動販売機の広報パネル等を使用して、 

犯罪被害者支援活動の広報・啓発活動を行っております。 

 

 

 

２．安全・安心な地域づくりに係る当社の取り組み （一部） 

   【防犯ほっとインフォメーション】 

当社は北海道警察（各所轄警察署）と協働し、「電光掲示板付き 

自動販売機」を活用した「防犯ほっとインフォメーション」を展開 

      しております。 

地域の活きた「犯罪情報」や「防犯啓発情報」をリアルタイムで 

配信出来ることが特徴です。 

【展開箇所】 

   全道69警察署 約400 箇所（警察署、街頭等に設置） 

 

 

 

 

 


